
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
◎「誰一人取り残さない学力向上ア
クションプラン」の実効性を高めるため
に・・・
〇全授業での「目標・めあて」の明確
化を行う。

・学力調査におけるC層＋D層の
生徒の割合50%以下。
・学習意欲に関する項目の肯定
的意見が都平均を上回る。 C C C

国調査の正答率では国語で都より
10%、国より7.1%、数学でそれぞ
れ12%、7.5%下回る結果であり、
対策が急務である。

C

学習機会の確保・充実
〇放課後補習教室『学力アップへの
トライ』
〇定期考査前質問教室等の補習機
会：年間延べ６０回

・週定員９０名の充足率８０％、
出席率８０％以上
・質問教室・補習事業等参加
者：１生徒平均５回以上の参加 C B C

参加申込者は76名と84.4%の充足率
である。その出席率は60％～70％程
度にとどまっている現状がみられる。 B

◎調べ学習・探究的な学習等を通じ
た自ら学ぶ機会の充実
〇タブレット端末の利用促進：総合・
読書科での利活用推進
〇ビブリオバトルの実施

・タブレット端末を活用した生徒成
果物制作年間2点以上
・生徒一人あたり貸し出し冊数：
前年比10％増 C B C

朝読書は適切に行われており、読書の
習慣は身についている。学校図書館の
利用率向上はなお課題である。 C

◎個々の体力と健康を定着する
ため、保健体育科での補強運動
を毎時間実施する。

・補強運動の各授業での実施に
より、体力調査において都平均と
の各項目の差を5ポイント以内とす
る B A B

体育の授業で体力向上を意識した取組
を着実に実施している。体力テストに
ついても適切に実施できた。 B

〇身体を動かし、運動を愛好する
習慣を育むため、休み時間等に
場の設定を行う。

・生徒アンケート等におけるスポー
ツへの意識関心に関する項目の
肯定的評価80％以上 B B B

「健康に過ごすために、学んだことを
普段の生活に役立てているか」への肯
定的回答は72%である。さらに向上
させたい。

B

〇運動部活動の取組充実
生涯にわたるスポーツへの興味関
心を意識させる

・運動部活動所属者におけるス
ポーツへの肯定的評価80％以上
・運動部活動所属者の安定的な
参加90%以上 B B B

運動部活動については、部員数の減少
が顕著である。サッカー部については
連合部活動・外部団体所属者を受け入
れた。

B

◎生徒自らが広く共生社会の実
現を目指す力を育むため、校内
委員会等の機能強化を図る。

・アンケートにおける共生社会の
実現に関する設問の肯定的評
価80％以上 B B B

「特別支援教育を適切に行っている」
には有効回答の77.6%の肯定的回答
を得たが、「わからない」との回答が
目立つ。

B

〇心を落ち着け、学習活動に向
き合える場の設定を行い、別室指
導の充実を図る。

・別室指導の実施による集団行
動への復帰生徒を対象生徒の
80%以上とする B B B

別室を利用する生徒は一定数いるが、
人的配置については検討課題。関係機
関・サービスの利用も増えつつある。 B

〇副籍交流等における交流の充
実と連携の深化に加え、生徒が
その価値に気づく取組を実現す
る。

・副籍生徒の交流（直接・間接）
を学期１回以上実施
・副籍生徒が来校時に、本校生
徒と交流する場を設ける B B B

本年度の副籍交流は間接交流が中心と
いうこととなった。直接交流の機会が
あった際には、場の設定を行う。 B

・いじめ継続件数…０
・登校できない生徒数…前年比
50％減
・SNSに起因するトラブルの未解決
数…0

B B B

「いじめは、どんな理由があってもい
けないことだと思う」に対して肯定的
な回答は95.2％と、都平均を上回っ
ている。

B

・アンケートにおける学級集団に
関する設問の肯定的評価80％
以上 B B B

hyper-QU等の調査結果を受けて、各
生徒の情報共有とフォローについて校
内委員会で共有して取り組んでいる。 B

・SC、SSW、巡回教員等とのつな
がりを有しない不登校傾向生徒
ゼロ B B B

校内委員会での情報共有を生かし、
SSW・巡回教員・SCと担任の共通理
解のもと、働きかけを強化することが
できている。

B

◎生徒に・保護者に・地域に・教
職員に魅力ある学校づくりのた
め、本校の実態を積極的に発
信。

・保護者による学校評価アンケー
ト：肯定的評価80％以上

A A A

保護者アンケートでの「情報発信を適
切に行っている」への肯定的評価は
95.1%であり、一定の評価を得てい
る。

A

〇ホームページ等による情報発信
を充実する。

・ホームページの更新を週3回以
上実施し、学校の取組の広報に
努める。 A A A

ホームページ、学校便りにて、本校の
取組を積極的に発信することができ
た。「研究課題実践推進校」周知にも
つながった。

A

〇授業参観機会の提供・保護者
による学校評価アンケートの実
施・学校評議員会の充実

・保護者アンケート回答率75％以
上、その肯定的回答80％以上

B B B

保護者アンケートの電子化をおこなっ
たが、回答率は40%台にとどまる現
状がある。肯定的回答はおおむね
80%を超える。

B

・ライフワークバランスの推進を通
じて、定時外在校等時間を縮減
できる業務の精選を行う。

・定時外在校時間80時間以上を
3か月連続する教員0名

C B C

江戸川区の基準を超過し、要受診とさ
れた教員が2名あった。引き続き「働
き方改革」を推進していく。 B

・校内研修を「魅力ある学校づく
り」「生徒の変容」を視点として実
施する。

・生徒アンケート・保護者アンケー
ト「魅力ある学校」との肯定的評
価90%以上
・研究発表会を開催、参加者100
名以上。

B A B

保護者アンケートでは、「本校の教育
活動全般に対する満足度」への肯定的
回答は76.5%であった。 B

・若手教員に対する「メンター」に
よる、継続的なテーマを設けた指
導の実施。

・若手教員の指導力向上によ
る、校内での研究授業実施数の
25%増 A A A

メンターを指定した若手教員対象の研
修会を新たに設定し、計画通り推進し
ている。 A

世の中ではなかなか教員に対する風当
たりがある報道もあるが、生徒のため
に自信をもって取り組んでほしい。

〇授業改善の推進、学習
の基盤となる基礎・基本の
確実な習得、家庭学習習
慣に対しての学校の組織
的な対応による取組の実
施・充実

〇個に応じた体力向上のた
めの取り組みの実施・充実

情報発信は適切に行われている。生徒
の良さが伝わるよう、引き続き広報に
期待する。

ホームページや学校便りで学校の様子
がよくわかる。学校の実態が伝わる
と、噂や風評が収束していくと思われ
る。

〇学校関係者評価の充実 小学生に授業や生徒の実際をもっと見
せるとよいのかとも思う。アンケート
の回答率は課題。

以前に比べると、落ち着いてきている
とは思う。ＳＮＳでのトラブルなどは
心配。

調査の結果を生かすことが重要。良い
方向に進むように期待。

〇教育相談の強化 当該の生徒や保護者以外には知られに
くい面もあると考える。

〇豊かな心の育成

〇hyper-QUの活用等

以前より落ち着いている印象がある。
先生方の地道な取組によるものと考え
る。

共生社会に向けて、学校から働きかけ
ていくのもよい。

熱心に働いていることを示していると
ころもあると思うが、健康には留意し
てほしい。

江戸川区教育課題実践推進校・「プラ
ス１クラス制」の取組に地域も期待し
ている。

〇生徒の学習活動に取り組む姿勢は一定程度整っているが、各種学力調査におけるC層・D層にあたる生徒の割合が引き続き区平均を上回っていること。
〇やむを得ず登校できない生徒の割合が10％を超えており、中長期化を防ぐため、個々の学習支援に加え、関係機関との連携体制を一層整備すること。

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

別室指導については、利用者以外は気
づかないことも多いと思う。より良い
方向に進むことを期待。

運動会等では、生き生きと活動する姿
が見られた。コロナ禍での運動不足の
解消につながっていると感じる。

休み時間によく身体を動かしていると
聞く。場の設定は重要。

設置部活動の減少や部員数の減少は残
念。外部指導員等は、時間の制約が厳
しい。

〇エンカレッジルームの活
用促進

令和6年度　江戸川区立南葛西第二中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標

国際社会に貢献できる人間の育成を目指して    ・人権を重んじ自他を敬愛する（礼儀）
                                                      ・自主自律の習慣を身に付け将来を目指して自己実現を図る（自律）
                                                      ・心身を鍛え、個性の発揚を図る（自律）
                                                      ・所属社会の向上と環境改善を目指して着実に努力する（開拓）

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

（生徒も、保護者も、地域も、教職員も）互いを大切にし、自他（そして社会）の目標達成のために、ともに高めあえる学校
心豊かで思いやりのある、国際社会に貢献し、自律・礼譲・開拓の精神をもって活躍できる生徒
働き方改革を意識する教職員　生徒に範を示すことを意識する教職員

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

学力調査の結果に一喜一憂せず、個々
の生徒の学力の向上に期待している。

学習習慣の定着は長年の課題。学習機
会の確保が大切なので、推進してほし
い。

スマホやタブレットで大人も「読書」
しているように、本を読む機会が少な
い。

〇江戸川区教育課題実
践推進校としての研究推進
〇教員研修の実施

前年度までの本校の
現状

〇落ち着いた学習環境を整備・維持するとともに、機に応じて生徒の主体的な活動場面を企画運営することができた。
〇いじめや問題行動等の未然防止・早期発見・早期解決に寄与する組織的な指導体制が推進できた。
〇特別支援教育への共通理解のもとに、個々の生徒の困り感に応じた個別指導が円滑に実施できた。
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〇ユニバーサルデザイン等
の視点を取り入れた個に応
じた指導の実施・充実
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〇副籍交流、交流及び共
同学習の実施充実

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

〇学校ホームページの充
実等による広報活動の推
進

◎生徒がよりよく生きていくための
様々なスキルや思考力・判断力
を身に付けるための指導助言を充
実させるため、以下の取組等を実
施する。
〇幅広く生徒の情報を共通理解
するための校内委員会
〇不登校対策コーディネーター・
不登校対応巡回教員との連携
〇教育相談機能の強化

〇読書科の更なる充実


